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東 北 数 学 教 斤 学 会年ｉ

１９９９.3.3j　 第 知i ｝

口 本 の 文 化 ・伝 絃 に 根 ざ し た 数 学 教 育

一沖鞠民謡を使った統jl揃導一

山形大学院生　菊池　久人

-一一概要 一一一一一

2002 年からの新指導要領では、従来２年次に行ってきた「資料の整理」はａ校へと移li

する。資料の処理の仕方を学び、それを活川することによって見えないものが見えてくるとい

う鉢験は、将来にわたって打効であると思われる。しかも、できるだけ早い段階で統計を活川

することが望まれる。そこで、中学３年の選択数学の時間に「沖縄民謡」を導入素材に僥った

実践を行った。さらに、訓べたことを利用して両眼な作曲も行った。

この論文は、r 文化と数学j に関わる先行研究を参考に、現在の中学における統計揃導の爽

鮫を踏まえ、本実践のねらいを達成させるために、どんな素材が総合学習に適しているのかを

統計的側面で探る一環の授ｉ 突践報告である。

キーワード 統計、総合学習、沖縄民謡

Ｌ 教 材 化 に っ い て

（ １ ）現 在 の 統 計 指 導 の 実 態

現を統計揃導は「資料の整理」という単元で２年次に行われている。そこでは資料を度数分

布表に表し、平均を求めたり、度数の総数が異なる集団珂士を比較するために、相対度数や度

数分布多角形を用いることが指導されている。しかし、この単元は年剛揃導計画で学年の最後

に位置付けられる場合が多い。したがって、指導に十分な時間をかけられず、必嬰最低限のこ

とだけを教師主導で一方的に教えこむ傾向が強い。

（ ２ ）「文 化 と 数 学 」 の 先 行 研 究 に っ い て

横地は「学校数学の内容として正規に、数学の文化史を加えることを提案し、こども達が致

学を文化の一粟として把握するだけでなく、さらに進んで、世界の文化を尊重する態度を養う

ようにしたい」と主張する。そして、「従来の枚介内容の導入、応川の際、数学の文化史から

も素材を取るようにする‘1りことを今後の学校数学に期待している。

Alan J.Blshop は「数学的経験の巾で子どもの自岡の文化から数学的考えを使うことは価値

のあるもの」と考え、「外lq の文化の体験をすることだけでは、否定的な効果しかでない 」゚と

主張している。

Blshop の考えをさらに具体的に追求したPaulus Gerdes は、r お化着せの西洋数学よりも、

自国の文化や伝統に根ざした土着の数学“jの有川性を強調している。しかし、彼は西洋数学を

まったく否定しているわけではない。彼のアンゴラの砂絵を数学的に分析した論文では、繁材

は民族独自のものの中から選ぶものの、西欧数学を川いて、その数学的特性を明らかにしてい

る。

Gerdes の考え方に学びながら、本実践では沖縄民謡を素材として取り 上げ、その特性を明ら

かにする手段として統計という数学的な考えを川いた。その理由は後に述べる。このように、

自分たちの国の文化の源泉を探ることは非常に大事なことである。
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また、他教科との関わりを今まで以上に爪観する総介学習の観点で、本実践では音楽と致学

が密接な関わりがあることを統計指導を逝して生徒に体験させたいと考える．特に、生徒が主

体的に馴べる活動を大事にするためにも、導入時は統- した歩調で進むものの、そこから発展

していく段階では、各自の発想を最大限に生かしていきたい．

（ ３ ）素 材 に っ い て

統針指導における先行実践として、武井は自作の竿秤を使って、市販の生卵でｓ，Ｍ，Ｌの

それぞれのサイズについて重さを計らせ、その傾向を明らかにしようと試みた.“　11 常何気な

くＨにする卵を素材にしているところとそれを調べるための道具を作らせていることが、生徒

たちの関心を惹いている．

今回の実ｎ では、素材として導入で沖縄民謡を川いた．その理由は、素材は生活に密若して

いたり、地城に関連していたりすることが望ましい．しかし、|` |本音階の特性がしっかり残っ

ている沖縄民謡を用いることは、それを統計で処理した結果を表すのに適していると考えたか

らである．

昨今、中学生にもなれば個人でｃＤラジカセなどのオーディオ機器を所有し、嗇楽を楽しむ

傲会にも恵まれるようになった．そして、さまざまなジャンルの嗇楽を耳にし、言葉でうまく

表現できなくても、感覚的に聴き分けることができるものと思われる．それゆえ、独特の「ド・

ミ・フア・ソ・シ・ド」の五膏に制限された琉球音階からなる曲を実際に聴かせることは、生

徒たちに新鮮な感じを与え、曲を分析する動機づけになるものと思われる．導入で使う沖縄民

謡の「かぎやで凰節」は祝典の嗇楽で、古典的な三線の音楽の中でも代表的なものである．ま

た、「谷茶前」は漁に向かう娘達のことを歌った曲である．

攻球膏階も含め、他にこの実践で川いる日本特有の音階は以下のようになる．
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このように、摺井は「口本をはじめ中国、朝鮮半島などの東アジアでは、五音音階が中心で

ある。この地城の伝統的な嗇楽には全体的に古代中国の俘楽理綸の影響が残っている。“jとの

見解を持つ。

また、1 ’琉球嗇階は口本本土にはまったくない沖紺独特の裴ぶだがインドネシアへ行けば、
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ベロック剖符と呼ばれるもっとも基本的な嗇階とほとんど同じであり、似たような要素はポリ

ネシアから東南アジア、中閥南部、そしてヒマラヤ地方に至る広範な地域に敵在する。“j と金

城は分析している。

２ 実 践 に っ い て

今回の火践の対象としたのは、３年の選択数学のクラスである．このクラスは国ぷi・社会・

数学・理科の巾から各自の希望で選択させた鮎果、２クラスできたのを本爽践のために１クラ

ス４０余名にまとめたものである．ここで学習する生徒は必ずしも数学を得意と感じているわ

けではないが、約半数は符憲であると思っている．

（ １ ）オａ ｌら し!ゝ

本実践のねらいは、学習したことを使ってその後の活動に役立てていく姿勢を培うことであ

る．最終的には簡小な曲を作ることにまで発展させたい．そのためには、次の（EX2）を達成させ

ることが必要である.

①曲の特徴を分析するのに、度数分布表や相対度数を使うことが有効であることに気づき、進

んでそれらを活川することができる．

②資料を度数分布表、相対度数、皮数分布多角形で表す方法がわかり、それらから曲の傾向を

読み取ることができる．

これらは身の回りの?jl象を剥べてみようとする態度を喚起することともつながる．

（ ２ ）ま旨丿角c（ｘ）Jj41JU　　　　 山形市立第二中学校において平成１０年１０月実施

以下は尖践の流れと実際の生徒の反応である．

【Ｄ 摺 】TI］

（1 ）沖縄民謡「かぎやで凰節」「谷茶前」の２曲を聴く

回生徒には沖縄の民謡であることは明示せず、演奏だけの曲のテープを聴かせ、感想を

発表させる．

下の枠内のＯ は実際の生徒の反応を表す．

匯
予想される生徒の反応

・三味線で演奏すると合いそうだ。

Ｏ不思議な感じがする。

- ミ．

予想される生徒の反応

ｙｔ Ｆ －

回Ｏ音符の数　・休符の数　Ｏ小節毎の嗇符の数

・休符の和類（艮さ）　・音階の度数　・小節毎の杵城

膏楽みたいだ。

がおもしろい。

（２）２つの曲の分析の音楽的要素を考える

㈲２つの曲が沖縄の民謡であることを明示する。

㈲２つの曲の分析にはどんな嗇楽的要素があるか考えさせる。

ｏ楽譜を洞ぺる．

０ 嗇符の商さ　ｏ拍子

ｏ音符の和類（長さ）

ｏ曲のテンポ　ｏ 歌詞
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（３）楽譜を使って調べる。

（ａ）ａ符は主旋律を対象とする。

㈲はじめに企員に嗇符のそれぞれの音階の数を調べさせる。

①それぞれの曲の音符の嗇階の数を数えさせ、度数分布友を作らせる。

②２つの曲の音符の総数の違いから相対的な処理の必要性に気づかせ、電･;tを利川し

て相対度数をJ1 算させる｡

③それぞれの曲を度数分布多角形で夫す。

一一こ･生 徒の反応 ニー一一- 一一

ゝこ と

Lわ か

Eの 仕

㎜I－　　--

①調べていくうちに、「レ」「ラ」のａがまったくなかったり、極端に少ないこと

に気づき、やや戸嶮っていた。

②総数の違いより、単純に度数を比較することは意味のないことであることはわか

っていた。また、「相対度数」という言葉こそ川てこなかったが、その計算の仕

方については理解している生徒が多かった。

③視党的に傾向の相違がわかり、分析法として有効であることを央感していた。

（４）分析して気づいたことを発表する

ぼｍ ｍ

（５）地の嗇楽的要素についても分析できることを確認する

（６）他の音楽的要素や沖縄の民謡以外の音楽について分析する

㈲Ａ群（日本の・ 膏階の曲、「こきりこ節」「子もり歌」「ずいずいずっころばし」）

Ｂ群（［1本の陰嗇階の曲、「さくらさくら」『荒城の月』「うさぎ」）

ｃ群（アフリカの部族の四嗇琳・五fy階・六音階の曲）

Ｄ群（雅楽「越天楽今様」、スコットランド民謡「アニーローリー」）

Ｅ蔚（フォスター「夢路より」「故郷の人々」、ビートルズrLet ll be 」｝

上の各群の楽叢を準備し、主旋｛ltをキーボードで弾いたテープを聴かせ、同じ群から

分析したい曲を２つ選ぱせる｡

［3刄 醤］［i

（7 ）発表会

㈲発表させ、相互に質問や感想を言わせる．

ｕ 必要に応じて、他の生徒が気づいたことについて教師が付け加える。

皿1

（8 ）沖縄のil階を使って作曲

㈱キーボードで1 ’レ」と［ラ］と黒鍵以外のキーを使って、即興で生徒の前で演突して

聴かせる、

如何人かの生従に同じ要領でキーボードを演奏させ、簡単に曲づくりができることを印

象づける。

（ｃ）簡単に曲づくりができる極明かしとして、キーボードに「ドＪ　「ミ」「フ アJf ツ」

「シ」のキーにシールを貼ってあるのを見せる。

ldj各rl 準備してきた楽器で、沖縄の杵階を使って、即興で簡lllな曲を作り。発表させる。

さらに、他の嗇階を使った曲づくりに挑戦させる。
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（ ３ ）生 徒 の 発 表

「かぎやで風節」「谷茶前」の嗇符の轟さについて生徒が調べた結果のｰ-部を紹介する。
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３ 。成 果 と 課 題

嗇楽を素材として、それについて統計的な処J!1!をすることによって数学の有川性への理解を

強調しようとした火践であった。

「数学とあまり関係のない音楽を、統計を利川して分析するというのがおもしろかった。」

「静かすぎておもしろくない。曲を分析するのが初めてだったのでわからなかった。」

などの感想にあるように、各々の生徒のこれまでの生活体験および狭い意味での学習体験によ

って受け入れ方がまちまちであることがわかった。今旧 の実践で用いたのは五音嗇階による曲

であるが嗇楽に対する興味関心が授業における収り組みの積極性に大きく関わり。

「この授業は嗇楽の授業のように思えた。嗇楽は苫手な ので饉しかった。」

と感想にあるように、膏楽が苦手な生徒は素材として使っただけで拒否反応を起こす傾向にあ

る。「どうして数学の授業なのに嗇楽をするのか」という疑倒を抱くことに納まらず数学の授

業な のに音楽をやっていいのか、音楽なんてつまらないから数学だけをやってほしいという思

いが感じられる。つまり、一部生徒の数学観と合わなかったことが影響している。これまでの

自分自身の数学の授業実践において、他教科との関わりを愈識的には考えてこなかったし、文

化や伝統を伝えるという側而を数学教青に持ち込もうという発想すらなかった。それゆえ、生

徒たちが今回のような授業展開に戸感いを感じたことは当然といえる。しかし、このような他

教科との関わりを密にした試みは総合学習で十分に生かすことが可・ であり、数学という単一

教科のみで完結せず、広がりを持って学lり指導していくことの価値がわずかではあるが、見え

てきた感じがする。

以下に成果と課題を合わせて記職する。

・統計的処理によって伝統として継承されてきた沖縄民謡の特徴を明らかにすることができた、

r曲を聴いているときはわからなかったことも、曲を分析していくうちにわかったところが

よかった．音符について剥べていくうちに、だんだん興味が出てきた．曲の特色を知ること

ができてよかった．」

のようなri 定的な感想が８割を占め、音楽というものの見方、考え方が今まで以上に深まっ

てきたと言える．-･ 方、国内あるいは国外の他の嗇階による曲の分析を通して、はじめに調

べた沖縄民謡と比較させ、それぞれの音楽の允展の違いにも気づかせたいところである.

・子どもたちがよく耳にする今流行の音楽と異なり、沖縄民謡の音階は耳で聴いただけでその

特徴は感党的にとらえることができた．沖縄嗇階による曲は、感党的にも楽餅を統計的に分

析してもその特徴が顕著であり、導入の素材としては適当であると判断できる．一方、次に

分析したい曲については、最近の曲や自分の好きな曲という答がそれぞれl/4を占めた､これ

らの曲の中に顕著な相違点があれば、素材として生徒にとって興味のあるもになりそうであ

る．また、素材として扱う曲の統一性を考慮する必要から、すべて特定の地城の民謡に限定

するなどの配慮が今後の課題である．

・総合学習の実施に向けて、今回の実践のような他教科との関わりを重視した内容に対し、生

徒たちは概ね好意的な受けとめ方をしている．特に、曲の分析～発表という知識面で数学的

なことを活川した後に、作曲という技能而でも学んだことを利川して、活動できたことが貴

重な体験となった．数学科主体の総合学習のｰ-つの形として、今回の実践のような分析～発

表～作成という流れが今後も考えられる．総合学習ははじめから特定の教科との鮎びつきを

強調するのではなく、生徒が自ら学習していくうちに、さまざまな教科との閔わりに気づい
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ていけるように配慮する必要がある。

・導入段階で２つの沖縄民謡の音符の商さを調べる際に、総数の異なる槃団間の比較をする方

法として相対度数を川いた。これが有効であることは、その叶算をしているときよりもむし

ろ次の活動である度数分布多角形を作る際に、相違を比較することが容易であることに気づ

いていた。実際に比較をする場面があってこそ、その有川性に気づくことが可能である。

・また、度数分布表にまとめることによって、一見ぱらぱらな個々の資料がもつ傾向を知るこ

とができることを生徒たちは作業を通して実感していた。感想にも「けっこう地逆な作業だ

と感じた。」とあるように、ひとつひとつの地味な活勁の積みjRねが分析の結梁を導くこと

を体験させた。これよりさらに進めると、煩雑な処理はコンピュータの活川で解消し、その

分多くの事柄を調べることが可能になる。

・相対度数を意味のあるものにするために、嗇符のａさ（ド、レ、ミ、フア、ソ、ラ、シ、）

を数値化して考える必要がある。そうすると平均についても考えることができる。

・音程（例：ドの次の音がミならば２、同じ嗇ならばｏ）は音楽を決定するには非常にJli要で

あり、是非調べさせたい。
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ⅢSATO KIKUC 川

Rccently the ●ｏrld bas changcd rapldly.AIso ln Japan a 10t of thlngs ha ｖc changed.

Varloｕs ｖalｕes has co●e oｕl arｏｕnd ｕs. Nallonal cｕ11ｕre and lradlHon has bccn ●ade

Hght of by Japanese thclsel ｖes.ln parllcular forelgncrs arc lorc lntcrcstcd ln na-

Honal cull ｕre and tradltlon than us Japancsc. Most ｏr Japancsc arc lgnorant of thcl.

lt's a strange pheno 友cnon.l hope studen1s undcrsland n01 0nly lalhcla 川cs ltself but

also hole cｕllｕre and tradl目on.

Fro1 2002 ｗe are golng tｏ starl neｗ currlculu●. StatlsHcs ls la ｕght at 2nd gradc of

jun10r hlgh sch001 at thc present day. By nc ｗ cｕrrlculｕ● slalls11cs ｗHl bc taｕght ａt

scnlor hlgh scho01. B ｕl lt ls usefｕl tｏ thc futｕrc for sIｕdents Io Icarll hoｗ to deal

dala and strcss thls for ｕklng trcnd of data clcar.Thcn l taught sta 目sHcs by use

of f01k song ln Okina ｗa as sｕbJect Ｍttcr ln sclcct lath co ｕrse.As ａ rcsuH lhe lrcnd

eｖｅry category of lhe lunc appcared clearly. Morcovcr sluden1s could colpos ｅ short

passagc eas Ｈy uslng property they fo ｕnd by anallzlng. And thr ｏugh lhesc acO ｖlty ｌｏsl

of thcl bccale lore intcreslcd ln colpos ＩＨｏｎ thal lhcy haｖe had ilage ordirfic ｕlly

lhan bcfore.
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